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解説
★★★ （1） 火山の噴出物には、火山灰、火山れき以外に火山弾、火山れき、溶岩、軽石などがある。
★★★ （2） 火山ガスにふくまれる気体は、大部分は水蒸気でその他に二酸化炭素や二酸化硫黄なども含まれている。
★★★ （3） 火山の噴出物が高速で山の斜面を流れ下る現象を「火砕流」という。
★★ （4） 地下深くにあり、高温のため岩石が溶けた状態で火山噴出物のもとになる物質を「マグマ」という。
★★ （5） 火山の形とそれぞれの特徴について下の表にまとめましたので、ご覧ください。

★★★★ （6）

★★★ （7） 板状でうすくはがれやすい黒い鉱物はクロウンモという。他の鉱物の名称と特徴も覚えておこう！
★★★ （8） 上表の『火山の形とそれぞれの特徴』を参照。
★★★ （9） 火山の上部が円形またはそれに近い陥没地形をしているものを「カルデラ」という。

アは正解。イはねばりけが強いと火山灰や岩石の色は白っぽくなるので誤り。ウはマグマが冷え固まった岩石は
火成岩であり、地表や地表近くで急速に固まってできたものは火山岩であるので誤り。エは大きな鉱物の粒を斑
晶、まわりの一様に見えるごく小さな鉱物の集まりやガラス質の部分を石基というので誤り。

1.火山（解答）

単元4 大地の変化

（6） （8）
A C

ウ ア
火砕流

（2）

エ

（1）

（4）

水蒸気

マグマ

火山弾 火山れき 溶岩 二酸化炭素

（5）

ア クロウンモ

（7）

カルデラ

（9）（3）

1

『火山の形とそれぞれの特徴』

火山の形

傾斜がゆるやかな形 円錐型 ドーム状型

ねばりけ 弱い 中間 強い

色 黒っぽい 中間 白っぽい

噴火のようす おだやか 中間 激しい

例 マウナロア・クラウェア 桜島・富士山 有珠山・雲仙普賢岳

目標時間

30分

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい
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解説
★★ （1） 観察物が動かすことができる場合、ルーペを目に近づけて持ち、観察物を前後に動かす（エ）。

★★ （2）

★★★ （3）

★★★★★ （4）

★★★ （5）

★★★ （6） 凝灰岩（ア）は火山灰が堆積してできた岩石である。

★★ （7）

火成岩Ａ、火成岩Ｃは大きな鉱物が粒のよく見えない部分に散らばっているので、斑状組織という。火成岩Bは同
じくらいの大きさの鉱物がきっちりと組み合わさっているので、等粒状組織という。

火成岩は等粒状組織であり色が白っぽいことから花こう岩となる。他の火成岩についてもチェックしておこう！『火
成岩の種類と鉱物の割合による色のちがい』を参照。

地下深くでゆっくり冷えてできたと考えられるが、地表で採集することができるのは、大地が少しずつ隆起して、そ
の隆起して高くなったところが雨水や河川の働きで侵食された結果、上部が削られ、また隆起して、浸食を繰り返
すことで深成岩が地上で採集することができる。

火成岩Cは黒っぽいことから、ねばりけが弱いことがわかる。雲仙普賢岳はねばりけが強い火山であり、三原山が
ねばりけが弱い火山である。よってエが答え。

自治体などで、予測される自然災害による被害の程度や範囲、避難経路、避難場所などの情報を地図に表したも
のを「ハザードマップ」という。

（1）

（5） （6）

エ 斑状組織

（2） （3）

花こう岩

エ ア

（7）

ハザードマップ

（4）

大地が上昇し、表面がけずられたため。

2

『火成岩の種類と鉱物の割合による色のちがい』

種類 組織 でき方

深成岩 花こう岩 せん緑岩 斑れい岩 等粒状組織
地下深いところで、ゆっくり
　　　　冷え固まってできる。

火山岩 流紋岩 安山岩 玄武岩 斑状組織
地下浅いところで、急速に

冷え固まってできる。

色 白 中間 黒 ― ―

岩石

https://iidrill.com/
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解説

★★ （1）

★ （2） P波を初期微動、S波を主要動という。

★★★ （3）

★★★★ （4）

★★★ （5） 震度は揺れの大きさ、マグニチュードは規模の大きさを表している。

★★★★ （6）

★★★★ （7） 地震が起きると建物の倒壊や、地中の水は噴き出してくる「液状化現象」が深刻な問題となる。

解説
★★★★ （1） 観察物が動かせすことができるときは、ルーペを目の近くに持ち、観察物を前後に動かしてピントを合わせる。

★★★ （2）

★★★★ （3）

★★★★ （4）

★★★★ （5）

★★★★ （6）

★★★★ （7） ごく近い地質時代にくり返しずれて活動した証拠がある断層を「活断層」といい、今後も地震を起こす可 能性がある。

沈み込みの地震のとき震源の深さは太平洋側は浅く、日本海になるほど深く
なっている。

記録された地震波の到着時刻と震源からの距離のグラフの延長戦を引くこと
で、地震の発生した時刻がわかる。図参照。

S波はP波よりも速度が遅いので、グラフは傾きが小さい方になる。グラフから
30ｋｍを10秒で進んでいるので、30÷10＝3ｋｍ/sとなる。

図1から、震源はB地点からが最も近いことがわかり、次にD地点から近いことが
わかる。これらを考えると、エとなる。

マグニチュードが異なる地震が発生した場合、地震の規模は異なるが、初期微
動継続時間は変わらない（ウ）。

地球内部において、地震が発生した場所を震源といい、その真上の地表の地点を震央という。小さなゆれが起こ
り、続いて激しいゆれが起こり、続いて激しいゆれが起こるまでの時間を初期微動継続時間という。

図1より初期微動継続時間を読み取ると18秒となり、表1からそれぞれの初期微動継続時間を計算すると、Aが6
秒、Bが11秒、Cが18秒、Dが30秒なので、Cが答えとなる。

まずは、P波の速さから求める　A36ｋｍ地点での初期微動の始まった時間は8時30分03秒、B地点60ｋｍ地点で
の初期微動の始まった時間は8時30分07秒この差は24ｋｍで4秒より、P波の速さは24÷4＝6ｋｍ/sとなる。よって
地震が発生した時刻は、36ｋｍ÷6＝6秒かかるので、A地点（8時30分03秒）から6秒前より、8時29分57秒となる。
初期微動継続時間から求める　　AとBでの初期微動継続時間はそれぞれ、6秒と10秒、24ｋｍで4秒の差が出るの
で、24÷4＝6ｋｍ/sの差がでる。よって、36÷6＝6秒となる、地震が発生した時刻は8時29分57秒となる。

地震計は、地震で地面がゆれても、アおもりとペンはほとんど動かないので、地震のゆれを記録することができ
る。P波はS波よりも伝わる速さが速い

（1） （4）

（5） （6） （7）

活断層

（3）

　　   3     　ｋｍ/s エ

ウ エ

エ

（2）

8　時　　32　　分　　20　　秒

2.地震（解答）

単元4 大地の変化

1

2

目標時間

40分

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい

（3）

① ②

ア ウ

（6） （7）

液状化現象

（1）
P波 S波

初期微動 主要動

（2）
ア イ

震源 震央
C

（4）

8　時　　29　　分　　57　　秒
揺れの大きさ

震度 マグニチュード

規模の大きさ

ウ

初期微動継続時間

（5）
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解説

★ （1） 火山の噴出物が堆積してできたものは凝灰岩(イ）である。

★★ （2）

★★ （3） 地層に力がはたらいて、おし曲げられたものを「しゅう曲」という。

★★★ （4）

★★★★ （5）

★★★★ （6）

★★★★★ （7）

解説

★ （1） 火山の噴火によって堆積してできた層は、凝灰岩（ウ）である。

★★★ （2）

★★ （3） 三葉虫が堆積した地層時代は古生代である。
★★ （4） 時代を推定できる化石のことを示準化石という。

★★★★ （5）

★★★★★ （6）

チャートとは主に生物の死がいなどが堆積した岩石であり、うすい塩酸をかけても泡が発生しないので誤り（エ）。
うすい塩酸をかけて泡が発生するのは石灰岩である。

それぞれの標高は図1と図2をもとに考えると、A110ｍ、B120ｍ、C100ｍ、D110ｍとなる。A～Dの火山灰（今回は
基準として火山灰とした※他の堆積岩を基準においてもOK）の地層を垂直に掘ったときの標高を考える。Aは図3
より110－45＝65ｍ、B～Dも同様に考えると、B120－35＝85ｍ、C100－35＝65ｍ、D110－25＝85ｍとなる。これ
らからA（東）＝C（南）、B（西）＝D（北）より、北西（ク）から南東（エ）の向きに低くなっていることがわかる。

(5)より北西から南東の向きに20ｍ低くなっていることがわかるので、X点は南東よりも10ｍ高くなっている（北西よ
りも10ｍ低くなっている）。よってC（南）（※標高が同じだから比較しやすい。）では地表から真下に35ｍ掘ると火山
灰に達することから、X地点ではが地表から35ｍ－10ｍ＝25ｍとなる。

①サンゴは暖かい浅い海（イ）で生息する。ちなみに湖や河口（ア）で生息するのはシジミで、標高の高い陸地（ウ）
に生息するのはブナである。
②堆積した当時の環境を知る手がかりとなる化石を「示相化石」という。

まず、B、C、Dで比較する。Bは標高80ｍなので、10ｍ削ると（Cが標高70ｍのため）、Cと同じ柱状図になり、Cは標
高70ｍなので、10ｍ削ると（Dは標高60ｍのため）Dと同じ柱状図になるためこれら3地点の地層の傾きがないと考
えられる。次にA・C・Dを比べると、AとCがともに標高70ｍなので、10ｍ削ると（Eが標高60ｍのため）、北（エ）の方
に地層は低くなっていることがわかる。

①フズリナは古生代に堆積すると考えられる。
②含まれていた地層が堆積した時代を知る手がかりとなる化石は示準化石という。
③フズリナと同じ時代に生息したと考えられている生物はサンヨウチュウ（ウ）である。ちなみに、ア　ビカリア（新生
代）、イ　アンモニア（中生代）、エ　デスモスチルス（新生代）、オ　ナウマンゾウ（新生代）となる。

Aの層が砂岩1・凝灰岩・れき岩・石灰岩、Bの層が砂岩1・凝灰岩・れき岩・泥岩、Cの層が凝灰岩・れき岩・泥岩・
砂岩2、Dの層が泥岩・砂岩2・れき岩・石灰岩、Eの層が砂岩2・れき岩・石灰岩の順に堆積している。これらを整理
すると新しい堆積岩から砂岩・凝灰岩・れき岩・石灰岩・砂岩2・れき岩・石灰岩の順に堆積していることがわかるの
で、地点Ａの柱状図の砂岩より古い時代の砂岩を含むものは、C、D、Eとなる。

泥岩の層の高さはC層から7.5ｍとわかる。A地点の一番下層の泥岩（7.5ｍ）から石灰岩に達するまでにはC・D層
をみると、砂岩2（5ｍ）、れき岩（5ｍ）を通ることがわかる。よって、A地点の下層からさらに10ｍ掘れば石灰岩が現
れるので、地表から垂直に掘ると、20＋10＝30ｍとなる。

（1）
①

イ

（6）
③

サ

（5）

C、D、E エ

（7）

　　　　30　　　ｍ

①

古生代

②

示準化石

（4）

イ

（2）
②

示相化石

（3）

しゅう曲

（1） （2） （6）
① ②

ク エ

（5）

ウ エ

（3）

古生代

（4）

示準化石 イ

3.地層（解答）

単元4 大地の変化

1

2

目標時間

30分

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい
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解説

★★★★ （1） Bフィリピン海プレート、Cユーラシアプレートという。Aは太平洋プレート、Dは北アメリカプレートという。

★★ （2） 地震の規模を表すときはマグニチュードを用いる。地震の揺れの場合は震度を用いる。

★★★ （3） 大きな地震が起こりやすい場所はF地点である。

★★★★ （4） マグマのもとがつくられる場所はI地点である。

★★★ （5） 海底の深い溝を「海溝（かいこう）」といい、海底の大山脈を「海嶺（かいれい）」という。

★★★★ （6） Ｅの部分がもっとも新しい時期にできている。

★★★★ （7） 海のプレートが陸のプレートの下に沈み込んでいる（ウ）。

★★★★ （8） 8.5ｃｍ×10万年＝85万ｃｍ＝850000ｃｍ＝8500ｍ＝8.5ｋｍ

★★★★★ （9） 震源の深さには、「太平洋側は浅く、日本海になるほど深くなっている」という特徴がある。

（6） （7）

（4）

I

（9）

太平洋側は浅く、日本海になるほど深くなっている。

イ ウ

（8）

　　　　8.5　　　　ｋｍ

（5）
a ｂ

海溝 海嶺

B C

フィリピン海プレート ユーラシアプレート

（1） （2）

マグニチュード

（3）

F

4.大地の変動（解答）

単元4 大地の変化

1

目標時間

30分

★・・・簡単 ★★・・・少し簡単 ★★★・・・標準 ★★★★・・・少し難しい ★★★★★・・・難しい ★★★★★★・・・かなり難しい
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